
迎古夢旅 4528：7月の北海道・阿寒国立公園② 204 

 

脱⽇常。何は無くとも、お腹いっぱいに、美味しい空気。 

空気に味があるように思った。都会では、味わえない、何とも⾔えないかおりも。 

趣味や好みは、⼈それぞれ。企業戦⼠から、新たなチャレンジ。 

不安と、⼆⼈三脚だが、だましだまし、今⽇まで続いているから不思議。継続は、⼒となる。 

⾃然からのパワー。そう⾃⼰暗⽰をかけないと、つづかないように思う。 

久楽の考え⽅は、夢は探すのでなく、夢は創るもの。 

 

 

 
 

 

 

   
 



突然、静寂の中、ガサッと⾳がしたように感じた。まさかクマ？ 

過剰反応だが、瞬間、脳裏に⾛った。アラスカでのトラウマ、いろいろ体験している。 

緊張！ ⿅の登場。相⼿も緊張。侵⼊者は私。刺激しないように振る舞った。 

安⼼したのか、この⽇は、逃げずに、⾷事を始めた。 

私も⼀安⼼。常に、油断⼤敵。無事な旅をと、我が⾝に⾔い聞かせた。いい体験がまた⼀つ。 

 

 

   

 

 

 

 


